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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第54回

現
時
点
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
ま
ん
延
を
振
り
返
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
現
在
に
お
い
て
も
ま
ん

延
が
続
い
て
お
り
、
終
息
の
見
込
み
は
い
ま
だ
立
っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
図
表
１
は
、
わ
が
国
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者

数
の
推
移
で
あ
る
。

２
０
２
０
年
１
月

15
日
に
最
初
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
確
認

さ
れ
た
後
、
３
月

下
旬
以
降
感
染
が

急
速
に
拡
大
し
た
。

４
月
７
日
に
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
に
基
づ
く

緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
た（
第
１
波
）。
一
度
は
感
染
者
が
大
幅
に

減
少
し
、
５
月
25
日
に
は
全
て
の
自
治
体
で
宣
言
解

除
さ
れ
た
も
の
の
７
月
に
な
り
感
染
者
が
再
び
急
増

し
、
感
染
者
数
は
第
１
波
を
は
る
か
に
上
回
っ
た

（
第
２
波
）。
11
月
に
入
り
感
染
者
は
急
激
に
増
加
の

傾
向
を
示
し
、
２
０
２
１
年
１
月
８
日
の
１
日
の
感

染
者
数
は
７
８
４
４
人
と
過
去
最
高
と
な
っ
た
（
第

３
波
）。
医
療
機
関
の
病
床
が
逼ひ
っ
ぱ
く迫

し
た
こ
と
も
あ

り
、
政
府
は
同
日
、
１
都
３
県
を
対
象
に
２
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
、
１
月
13
日
に
は
７
府
県
が

追
加
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
感
染
者
数
は
減
少
の
傾
向

を
み
せ
、
３
月
21
日
に
全
て
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
た
。

　

２
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
の
直
後
ご
ろ
か
ら

一
部
の
府
県
で
は
感
染
者
が
増
加
の
傾
向
を
見
せ

る
。
特
に
大
阪
府
、
兵
庫
県
で
は
、
感
染
力
や
重
症

化
の
割
合
の
高
い
変
異
ウ
イ
ル
ス
Ｎ
５
０
１
Ｙ
が
ま

ん
延
し
、
重
症
病
床
の
逼
迫
が
深
刻
化
す
る
。
４
月

５
日
に
は
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
宮
城
県
の
３
府
県

に
新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
に
基
づ
く
「
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
」
が
適
用
さ
れ
、
そ
の
後
都
市
部
の
都
道

府
県
を
中
心
に
重
点
措
置
が
拡
大
す
る
。
４
月
25
日

に
は
東
京
都
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
京
都
府
を
対
象

に
３
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
（
第
４

波
）。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
な
い
ま
ま
、
７

月
に
入
り
デ
ル
タ
変
異
株
が
急
速
に
広
が
り
、
８
月

20
日
の
１
日
当
た
り
感
染
者
は
過
去
最
大
の
２
万 

５
９
９
２
人
に
達
す
る（
第
５
波
）。
首
都
圏
で
は
病

床
の
逼
迫
が
深
刻
化
す
る
。
そ
の
後
９
月
に
な
り

国
、
地
方
自
治
体
、
医
療
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
た
結

果
、
感
染
者
は
急
激
に
減
少
。
９
月
30
日
に
は
緊
急

事
態
宣
言
が
全
て
解
除
さ
れ
た
。

　

２
０
２
２
年
に
入
り
、
感
染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
が
急
激
に
拡
大
し
始
め
、
１
月
９
日
に
は
、
沖

縄
県
な
ど
３
県
に
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用

さ
れ
、
そ
の
後
全
国
の
自
治
体
に
適
用
が
急
拡
大
し

て
い
る
。
２
月
５
日
に
は
10
万
５
６
１
４
人
の
感
染

者
を
記
録
す
る（
第
６
波
）。
そ
の
後
、
新
規
感
染
者

は
ピ
ー
ク
を
越
え
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
感
染
力
の
強
さ
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
遅
れ
か
ら
、
感
染
者
の
減
少
幅
は
緩
や
か
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
第
６
波
の
感
染
者
が
減
ら
な
い

ま
ま
、
新
た
な
第
７
波
が
起
き
る
可
能
性
も
高
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
と

自
治
体
病
院
の
病
床
確
保

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
　

伊
関
友
伸

図表1　わが国の新型コロナウイルス感染者数の推移

第1波 第2波
第3波 第4波

第5波

第6波

ＮＨＫホームページ「日本国内の感染者数」データにより作成
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新
型
コ
ロ
ナ
病
床
確
保
に
お
い
て 

自
治
体
病
院
の
果
た
し
た
役
割

　

第
１
波
か
ら
第
６
波
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
対
し
て
、
国
・
地
方
自
治
体

の
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
の
が
、
い
か
に
病
床
を
確

保
す
る
か
で
あ
っ
た
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ま
ん
延
に
対
し
て
、
自
治
体
病
院
の
果

た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
が
あ
る
が
、
筆
者
は
特
に
二
つ
の
視
点
を

指
摘
し
た
い
。

　

一
つ
目
の
視
点
は
、
新
興
感
染
症
の
初
症

例
の
発
生
か
ら
最
初
の
感
染
者
の
ピ
ー
ク
ま

で
、
初
期
の
患
者
を
い
か
に
受
け
入
れ
た
か

で
あ
る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ま
ん
延
に
お
い
て
、
第
１
波
の
始
ま
り
か

ら
、
自
治
体
病
院
は
、
未
知
の
感
染
症
の
患

者
を
受
け
る
恐
怖
、
突
然
に
重
症
化
し
死
亡

す
る
患
者
、
手
探
り
の
治
療
法
に
悩
み
な
が

ら
患
者
を
受
け
入
れ
た
。
第
１
波
の
ピ
ー
ク

に
な
る
と
、
増
大
す
る
患
者
に
対
す
る
ベ
ッ

ド
の
不
足
、
多
数
の
人
手
が
必
要
と
な
る
患

者
対
応
、
マ
ス
ク
や
防
護
服
、
消
毒
液
な
ど

の
不
足
。
さ
ら
に
は
、
第
１
波
の
時
点
で
は
、

国
の
補
助
制
度
も
確
立
し
て
お
ら
ず
、
患
者

を
受
け
入
れ
れ
ば
受
け
入
れ
る
ほ
ど
赤
字
と

な
っ
た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
自
治
体
病
院
が

病
院
の
使
命
と
し
て
積
極
的
に
患
者
を
受
け

入
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

　

二
つ
目
の
視
点
が
、
新
興
感
染
症
の
感
染
の
ピ
ー

ク
に
対
し
て
病
床
数
を
ど
れ
だ
け
確
保
で
き
た
か
で

あ
る
。
感
染
者
の
急
増
に
対
し
て
各
都
道
府
県
に
お

い
て
必
要
な
病
床
数
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
一
つ

の
病
院
で
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
病
床
数
を
確
保
す

る
こ
と
は
効
果
的
で
あ
る
。

　

図
表
２
は
、
厚
生
労
働
省
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
各
医
療
機
関
内
の
病
床
の

確
保
状
況
・
使
用
率
等
の
報
告
（
２
０
２
１
年
12
月

１
日
実
績
日
）」に
お
け
る
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る

確
保
病
床
数
に
つ
い
て
、
病
床
数
上
位
10
位
の
病
院

を
経
営
形
態
別
に
分
類
し
、
そ
の
数
を
カ
ウ
ン
ト
し

た
も
の
で
あ
る
。
自
治
体
病
院
は
、
都
道
府
県
１
自

治
体
当
た
り
の
平
均
病
院
数
が
４
・
６
と
圧
倒
的
に

多
い
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
都
道
府
県
で
最
も

病
床
数
の
多
い
病
院
の
経
営
形
態
を
カ
ウ
ン
ト
す
る

と
、
自
治
体
病
院
は
31
院
に
及
ん
で
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
対
し
て
、
多

く
の
自
治
体
病
院
は
積
極
的
に
患
者
を
受
け
入
れ
た

と
い
え
る
。

第
６
波
に
お
い
て
自
治
体
病
院
が 

直
面
し
て
い
る
こ
と

　

第
６
波
の
特
徴
と
し
て
、
感
染
力
の
強
い
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
特
徴
か
ら
、
病
院
や
介
護
施
設
に
お
け
る

院
内
感
染
・
施
設
関
係
者
の
感
染
が
相
次
い
で
い
る

こ
と
が
あ
る
。
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
家
族
や
入
院
受
け

入
れ
の
患
者
か
ら
の
感
染
な
ど
に
よ
っ
て
、
施
設
内

に
感
染
が
拡
大
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
複
数

回
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
い
て
も
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
感
染
力
の
強
さ
か
ら
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る

事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
へ
の
感

染
拡
大
で
、
医
療
機
関
の
医
療
提
供
力
の
低
下
が
生

じ
る
と
い
う
問
題
も
起
こ
っ
て
い
る
。

　

第
１
波
か
ら
の
自
治
体
病
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
患
者
受
け
入
れ
を
見
て
い
て
感
じ
る
こ
と

は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
数
に
余
裕
を
持
た
す
こ
と
の
重

要
性
で
あ
る
。
手
間
の
か
か
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
患
者
を
少
な
い
職
員
数
で
ケ
ア
を
す
る
の
は
難

し
い
。
精
神
論
で
は
医
療
は
で
き
な
い
。
職
員
数
に

余
裕
が
あ
っ
て
患
者
の
ケ
ア
が
で
き
る
。
特
に
今
回

の
第
６
波
で
は
看
護
師
な
ど
の
医
療
職
員
に
感
染
者

が
相
次
い
だ
。
ぎ
り
ぎ
り
の
職
員
数
で
ケ
ア
を
行
っ

て
い
た
自
治
体
病
院
は
、
医
療
継
続
が
困
難
に
な
る

状
況
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
回
の
教
訓
を

踏
ま
え
れ
ば
、
危
機
管
理
の
視
点
か
ら
も
自
治
体
病

院
の
余
裕
の
あ
る
職
員
配
置
が
必
要
と
考
え
る
。
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図表2　経営形態別新型コロナ確保病床数上位10位病院数

経営形態 自治体 国立等 公的等 大学附属 医療法人等 最も病床数の多い病院

各都道府県に
おける平均病
院数

4.6 1.4 1.6 0.9 1.7 自治体31院、国立等3院、公的等5院、
大学附属5院、医療法人等6院

厚生労働省の「新型コロナウイルス感染症対策に係る各医療機関内の病床の確保状況・使用率等の報告（2021年12月1日実績日）」データに基づき
作成。各都道府県における確保病床数について、病床数上位10位の病院を経営形態別にカウント。 
自治体病院には、自治体立医科大学附属病院含む。国立等にはJCHO、労災病院含む、公的等には共済組合立含む。病床数10位の病院がある場合
全てカウントしたので病院数が10を超える都道府県が存在する。


